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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・新年度がスタートしました
今年度の取り組みについて

・4月14日（金）オンラインセミナー「発達障害
者精神障害者として生きていくということ」を
開催しました

・凸凹ライフデザインHPに「コラム：障害当事
者として生きていくということ」ページを新設
しました

・発達障害当事者団体協議会九州に加盟します

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2023年4月14日（金）19：00～20：30頃 オンライン（zoom）

「発達障害者精神障害者として生きていくということ」を開催しました

（一財）くまもとSDGs推進財団「社会的弱者自立支援
事業」の一環として、オンラインセミナー『発達障害者
精神障害者として生きていくということ」を開催しまし
た。
このセミナーは特に反響が大きく、定員を超えてのお申
込をいただき、25名のご参加となりました。
はじめに、講師の（一社）精神障害当事者会ポルケ代
表理事 山田悠平さんよりお話いただきました。当事者
活動のきっかけ、現在の活動、今後の展開について具体
的なお話がありました。
次に、熊本県発達障害当事者会Little bit（リルビット）
共同代表理事須藤雫さんにお話いただきました。須藤
さんからは、社会生活を送る中でご自身を障害者と感じ
る場面について、その複雑な心境を含めてお話がありま
した。
講師のお話に即して、ゲストの水野かえるさんから、ご
自身の生活や活動についても紹介されながらコメントも
いただきました。
質疑応答では、講師やゲストへのお尋ねが次々と寄せら
れました。ご参加のみなさま、遅い時間までありがとう
ございました。
今回時間の制約の中でお話いただけなかったことなどを
まとめ、次回の企画に生かしたいと思います。ご参加く
ださった方、またご参加いただけなかった方にもぜひ今
後の企画についてご意見をいただけますと幸いです。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

◀3月5日（日）、NPO法人えじそんくらぶ様主
催のオンライン講座「災害時の障害支援」で、
当団体から2人がお話の機会をいただきました。
はじめに、みやぎ心のケアセンターの医師福地
成氏より、東日本大震災後の子どもたちの様子
やそのケアについて大変分かりやすいお話があ
りました。
当団体からは「災害時の発達障害当事者活動；
熊本地震を契機として」と題し、熊本地震被災
後の発達障害当事者の様子や困り感、エンパワ
メント、また団体として取り組んだ活動とその
難しさについてお話させていただきました。
災害弱者となることが多い発達障害や精神障害
の当事者として、災害列島日本で生活する上で
考えアクションすべき事柄は山積しています。
みなさまも、連携団体の一社）精神障害当事者
会ポルケの取り組み「DIARYプロジェクト」は
じめ当事者の活動にご注目、ご協力ください。

凸凹ライフデザインホームページに「コラ
ム；障害当事者として生きるということ」
ページを新設しました

報告

NPO法人えじそんくらぶ主催「災害時の障害支援；こどもと当事者に焦点をあてて」
講師を務めました

「社会的弱者自立支援事業」（裏面
参照）の一環として、当団体のHPに
コラムページを新設しました。
長年障害当事者として活動を展開さ
れている5名の方々に、当事者や周囲
の方々の生活、考え方の参考やきっ
かけになるコラムを執筆いただいて
います（順次掲載）。
現在、子どもも成人も新たに発達障
害の診断を受ける方が多くいらっ
しゃいます。また、発達障害者の多
くが精神疾患にも悩んでいらっしゃ
ると思います。
多くの当事者と出会い、話し合い、
考えを深め、その経験と知見を社会
に還元している方々です。
ぜひご一読ください。

発達障害当事者団体協議会九州に加盟しました

▲当団体設立以来連携して活動している、九州
の発達障害当事者会（団体）との今後の包括的
な活動協力体制の整備、事務作業や手続の効率
化のため、発達障害当事者団体協議会九州に加
盟しました。実際の活動内容の変更はありませ
んが、より積極的に相互に活動内容やイベント
等の共有や広報を行っていく予定です。

▲4月6日（木）宮崎県宮崎市を中心に活動され
ているCIL、YAH！DOみやざき 山之内さん、
永山さんとの情報共有の機会をいただきました。
（一社）精神障害当事者会ポルケ代表理事山田
悠平さんとも、障害種別を超えた当事者活動、
運動の連携等について意見交換が行われました。

今年度の活動予定

4月1日、当団体も新年度スタートとなりました。
・1月より継続～12月（公財）齋藤茂昭記念財
団2022年度助成事業「発達障害と他のマイノ
リティ性のインターセクショナリティ理解に関
する当事者研究」…ダブルマイノリティ等につ
いてのアンケート、冊子の作成等を予定してい
ます。
・2月より継続～5月（一財）くまもとSDGs推
進財団社会的弱者支援事業「発達障害・精神障
害者らの当事者性による困難をエンパワメント
に変換するための事業」
・前年度報告はHPにも掲載しています。
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